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自

殺

計

統

目

女

第
三
節
自
稜
統
計
論
白
研
究
目
的
(
槙
)

E
、
自
設
に
闘
す
る
川
町
呆
閥
係
自
存
腕
的
認
識

ィ

、

抗

言

ロ
、
か
λ

る
考
串
O
ニ
画
調

甲
、
静
翻
的
諸
事
情
に
本
づ
{
研
究

ハ
、
各
柿
自
殺
串
に
本
づ
{
研
究

a
、
他
。
枇
舎
大
量
と
の
比
較
に
本
づ
{
研
究

(
自
説
白
地
方
別
と
犯
罪
並
に
摘
相
前
費
)

ホ
、
自
然
事
情
去
の
比
睦
に
本
づ
〈
研
究

へ
、
祉
宙
由
-
般
紙
留
と
白
比
般
に
本
づ
〈
蹄
寵

乙
、
動
翻
的
諸
事
情
に
基
づ
〈
研
究

ト
、
抗

官

軍

ィ
、
「
世
人
多
(
原
闘
結
果
を
云
ふ
、

論

(
=
了
牢
ん
〕

財

部

育事

治

チ
、
牧
穫
商
及
訟
倒
と
自
毅

り
、
近
時
由
研
究

l
そ
四
一
例
と
し
で

O
V
S
E
3
0
研
究

男

、

結

言

第
四
節

一
、
諸
根
源

ィ
、
身
分
説
砲
簡
に
つ
き
て
の
桂
意

司
、
障
事
紳
容
的
公
文
書
に
ワ
き
て
の
註
窓

ハ
、
静
篠
山
田
録
に
つ
き
て

品
、
裁
判
所
由
記
録
に
つ
き
て

ホ

、

括

約

二
、
諸
桂
意

豆

、

新

吉

自
稜
軸
叫
計
材
料
り
肱
得

自

殺

統

計

諭

而
し
て
線
的
以
て
因
を
じ

τ刑
事
な
ら
し
む
る
を
知
ら
す
、
籾
は
囚
な
h

・

(
第
回
観
一

O
一
)

叢

前

第
二
十
一
笹

五
六
五



(
第
阿
腕
一

O
二
)

亙
六
六

議

自

投

融

計

諭

第
二
十
一
巻

論

稲
は
川
本
な
b
・
而
し
て
籾
は
直
ち
に
稲
に
品
位
十
る
に
非
争
、
党
・
と
熟
ご
水
正
士
ピ
の
媒
助
e

炉、経
X
る
ぺ
か
ら
す
、

同
を
以
て
川
市
ef
獲
る
ご
な
す
は
、
籾
を
以
て
稲
な
b

z
し
、
党
執
水
土
の
縁
eT
知
ら

F
る
な
り
」

E
は
、
大
谷
克

瑞
氏
が
誠
資
新
聞
!
連
載
さ
れ
し
、
無
題
録
中
そ

ω
一
つ
に
於

τ設
か
れ
し
所
な
る
が
・
平
年
入
月
山
川
日
ぺ
紙
芝
崎
)
同

綾
な
る
趣
旨
は
、
向
殺
の
図
川
間
関
係
研
究
に
就
き
て
も
之
を
及
ぽ
し
得
ぺ

L
、
郎
も
以
上
説
き
来
れ
る
所
に
よ
h

て
も
、
推
し
て
議

L
得
べ
き
が
如
〈
、
自
殺
の
各
事
例
に
つ
き
、
動
機
統
計
に
よ
ら
授
け
ら
る
、
が
如
き
、
主
観

的
判
断
及
告
白
を
蒐
集
す
る
以
外
に
、
自
殺
大
量
に
つ
き
悶
県
関
係
の
、
客
酬
倒
的
一
般
認
識
を
遂
げ
ん
守
』

F
V」試

み
得
ぺ

L
、
普
l
自
殺
に
つ
き
て
の
み
な
ら
す
、

一
般
道
徳
統
計
的
制
究
に
於
け
る
岡
山
本
態
に
つ
き
て
は
、
第

-
次
に
枇
品
目
紋
態
及
現
象
に
つ
量
、
合
衆
的
に
作
用
す
べ
き
大
量
原
凶
を
問
ふ
べ
(
、
前
逃

ω
如
-
統
計
的
に
設
一
不

古
る
ぺ
き
側
別
人
身
的
原
因
た
'
り
、
従
ひ
て
叉
最
終
決
心
を
起

3
し
む
る
の
動
機
に
過
ぎ
.3
る
、
動
機
統
計
上
の

動
機
は
、
第
二
段
ピ
し

τ之
を
問
ム
ペ
し
、
却
も
炉
、
る
動
機
の
背
後
に
仙
の
一
般
原
因
ゐ
h
、
所
前
動
機
は
こ

栄

の
一
般
原
因
に
よ
・
り
て
、
始
め
て
醸
さ
れ
た
ち
芭
す
べ
き
も
の
あ
り
、
而
し
て
か
、
る
一
般
原
岡
は
、
自
殺
に
闘

す
る
統
計
的
大
量
視
察
を
本
正

L
、
議
切
な
る
他
の
統
計
的
比
較
材
料
を
も
亦
取

λ
れ
つ
、
、
率
問
的
に
立
定
さ

れ
得
べ
き
、
組
合
せ
及
仮
設
を
編
ま
ん
ご
す
る
こ
ご
に
よ

h
t之
を
明
か
に
じ
得
ぺ
し
、
而
も
亦
そ
の
際
告
白
さ

れ
た
る
個
別
的
動
機
に
執
着
し
、
個
別
動
機
ご
し
て
の
之
が
考
察
を
尽
け
つ
、
、
如
何
な
る
料
度
迄
側
別
的
人
身

的
ど
す
べ
か
ら
・
3
る
、
事
由
に
接
す
る
か

ω認
識
を
、
遂
げ
ん
Ja
試
む
る
に
非
中
、
寧
ろ
自
然
的
原
因
た
る
ど
融
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曾
的
原
因
た
る
ど
を
問
は
?
、
根
拡
に
働
〈
ペ
言
合
衆
的
一
般
派
閥
三
し
て
.
自
殺
助
長
及
自
殺
阻
止
の
影
響

を
、
及
ぼ
す
べ
き
も
の
を
尋
見
る
こ

Z
、
す
ぺ

L
。

き
れ
ば
そ
の
腕
究
に
あ
h
τ
は
、
自
殺
統
計
そ
の
も
の
、
細
目
査
定
に
努
め
宇
、
自
殺
統
計

ω結
川
市
を
利
用
し

っ
、
、

か
、
る
一
般
的
基
本
原
因
の
究
明
に
カ
め
、
叉
取
入
れ
た
る
他

ω統
計
的
結
巣
ピ
の
間
に
於
け
る
、
何
等

か
の
嗣
係
を
朋
か
に
せ
ん
己
カ
む
る
こ
ぜ
を
問
題
正
す
。
そ
の
程
度
内
に
於
て
そ

ω研
究
以
、
「
道
徳
統
計
論
」
の

一
部
た
る
「
向
殺
統
計
諭
」
の
、
特
別
範
闘
を
超
越
す
ぺ

L
Z
離
も
、
何
れ
に
し
て
も
自
殺

ω道
徳
統
計
的
開
先
の

序
に
、
ニ
の
俄
分
な
る
研
究
の
試
み
に
考
へ
及
ぼ
し
、
そ
の
特
色
及
そ
の
大
別
を
尋
ぬ
る
を
可
ご
す
.
特
に
又
白

殺
統
計
の
細
目
に
よ
b
授
け
ら
る
、
成
果
に
準
燥
し
、
偏
頗
な
る
般
訟
を
立
つ
る
の
弊
に
、
陥
ゐ
A

リ
易
量
特
殊
傾

向
を
、
警
戒
す
吋
し
ご
す
る
の
放
な
き
に
非
る
を
一
不
す
を
可
ご
す
。

て
先
づ
合
衆
的
に
影
響
す
べ
き
、
自
殺
の
基
本
原
因
に
閲
す
る
認
識
を
、
そ
の
目
的
ご
す
目
、
き
研
究
は
、
如
何

に
分
つ
べ
き
か
に
つ
き
考
ふ
る
に
、
静
翻
的
性
質
を
帯
よ
る
研
究
正
、
動
削
倒
的
性
質
を
帯
ぷ
る
研
究
F
f
R
7
L
得

吋

L
。

静
酬
倒
的
基
本
に
立
脚
せ
ん
か
、
諸
仮
設
は
第
一
に
自
殺
大
量
の
特
殊
分
類

z、
通
切
な
る
他
の
統
計
大
量
営
、

同
様
に
分
類
せ
る
も
の
子
炉
」
比
戟
す
る
ニ
正
に
よ
b
、
第
二
に
自
殺
大
量
全
般
及
そ
の
分
類
正
、
自
然
的
又
は
枇

曾
的
大
量
ご
し
て
、
地
域
的
又
は
時
間
的
限
定
を
付
し
っ
、
鵡
取
ら
れ
、
精
確
に
凱
察
さ
れ
た
る
も
の
子
宮
、
比

前

畿

由

設

続

計

論

第
二
十
一
審

(
第
四
掛
一

o=一)
五
六
七



諭

叢

自
由
叫
統
計
歯

第
二
十
一
審

円
第
四
規
一

O
四
)

五
六

λ

較
す
る
・
4

正
に
よ
h
て
立
て
ら
れ
得
ぺ

L
。

動
制
倒
的
基
本
に
立
脚
せ
ん
か
、
自
殺
全
般
及
そ
の
諸
外
類
の
時
間
的
具
鱒
的
(
史
的
)
経
過
正
、
統
計
的
に
査
定

3
れ
た
る
他
の
動
態
現
象
の
、
相
廊
せ
る
時
間
的
経
過
Z
を
比
較
L
、
由
b
て
比
較
き
れ
た
る
動
態
現
象
に
つ

吉
、
窺
ひ
得
ぺ
き
略
行
叉
は
逆
行
開
係
、
を
本
ご
し
、
自
殺
の
時
間
的
経
過
ご
、
比
較
に
取
込
め
る
仙
の
現
象
の
時

閥
的
経
過
己
の
聞
に
、
因
果
闘
係
の
存
在
又
は
欠
帥
酬
を
、
推
測
せ
ん
芭
す
る
こ
E
に
よ
b
諸
仮
設
を
立
つ
、
後
の

現
象
の
経
過
が
、
漫
性
的
に
起
る
E
急
性
的
に
起
る
ご
は
之
を
問
は
?
。

甲

静
観
的
諸
事
情
に
闘
す
る
前
記
の
如
き
研
究
方
針
は
、
個
別
の
問
問
t
L
て
は
、
次
の
如
〈
H
T
た
れ
得
ぺ
し
。

て
自
殺
大
量
の
租
々
な
る
分
類
、
及
自
殺
率
・
の
程
度
測
定
の
た
め
に
、
比
較
碗
究
に
取
入
れ
た
る
大
量
の
同
様

な
る
分
類
を
本

t
L、
自
殺
の
一
般
基
本
原
因
に
よ
る
、
支
配
の
模
様
を
窺
ひ
得
ぺ
き
諸
表
明
に
括
約
す
る
こ

ど。
種
々
の
自
然
的
及
枇
曾
的
基
本
に
従
ひ
、
自
殺
率
の
程
度
等
級
別
ご
し

τ一
不
幸
る
、
個
々
の
叙
事
は
、
ニ
の
方

針
に
よ
る
研
究
材
料
を
合
む
べ
し
、
索
よ
・
り
今
日
に
至
る
迄
の
材
料
は
、
術
大
部
分
破
雌
な

L
ご
せ
や
，
。

何
人
に
て
も
闘
は
る
、
所
な
〈
し
て
、
積
々
の
是
等
個
別
結
果
に
樹
立
す
る
者
は
、
特
別
の
自
然
的
及
枇
曾
的

分
限
(
偶
令
ぽ
男
女
、
年
齢
、
職
業
、
京
敬
白
別
)
の
大
多
数
が
、
格
別
な
る
自
殺
の
枇
曾
的
一
般
的
危
険
を
生
む
べ
き
こ



正
、
此
方
面
に
現
は
る
べ
き
腿
迫
及
明
促
の
気
運
正
、
之
に
封
立
す
べ
き
抵
抗
己
の
競
合
上
、

そ
の
可
能
な
る
混

合
割
合
区
々
た
る
に
膳
じ
、
基
本
的
支
配
カ
を
及
ぼ
す
ぺ
き
自
殺
原
因
上
、
穏
々
に
分
た
る
べ
き
諸
形
態
を
‘
生

す
一
ー
さ
ニ
ピ
の
認
識
に
逗
せ
ん
、
そ
の
外
街
道
徳
統
計
の
研
究
者
は
、
仰
別
の
自
然
的
又
は
一
枇
曾
的
特
質
が
、
そ

の
意
義
の
大
部
分
に
つ
き
て
は
、
決
し
て
組
制
割
的
た
る
こ
正
な
〈
、
事
ゐ
時
代
及
闘
民
に
よ
り
、

一
様
に
叉
岡
民

中
の
各
群
に
よ
b
可
麗
た
・
9
、
従
ひ

τ普
通
道
徳
統
計
論
的
に
は
、
相
劃
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ

F
る
こ

F
e

認
知
せ
ん
、
従
ひ
て
分
類
豊
富
な
る
自
殺
統
計
的
誠
一
市
川
ぺ
権
雑
な
る
計
数
系
列
を
本
ご
し
、
異
面
目
に
そ
の
碗

究
を
貨
か
ん
ご
す
る
者
よ
h
せ
ん
か
、
一
耽
曾
附
申
者
に
よ
b
往
々
主
張
さ
る
、
が
如
〈
、
幾
分
か
一
律
的
な
る
枇
曾

ゐ
・
り
、
依
b
τ
自
殺
を
生
む
正
視
す
る
が
如
き
は
尽
ぞ
〈

の
合
衆
的
魅
迫

内
。
=
早
川
仕
ぐ
円
同
日
百
四

ι耳
の
舟
丘
一
ω
n
F
A
a門

ぺ
し
、
寧
ろ
個
別
の
自
然
的
批
曾
的
分
限
Z
自
殺
ピ
の
、
稲
々
な
る
基
本
闘
係
を
各
別
に
考
察
す
る
こ
ご
に
、
重

大
の
重
昧
を
付
す
る
こ
正
、
す
べ
し
、
特
に
促
ム
ザ
ば
特
定
宗
教
へ
の
所
属
を
援
き
、
戒
は
摘
精
中
毒
を
援
〈
が
如

，
¥
是
等
分
限
的
何
れ
か
一
つ
に
、
著
大
な
る
元
素
又
は
決
定
的
一
克
来
た
る
意
義
を
・
附
興
せ
ん
ご
す
る
が
如
き

念
慮
は
斥
ぞ
〈
ぺ

L
、
現
に
諸
械
の
動
機
報
告
が
、
永
〈
飽
縦
し
て
人
々
に
加
へ
ら
る
、
、
客
槻
的
駆
迫
中
に
求

む
べ
き
質
際
的
原
因
ピ
す
べ
き
ょ
b
も
、
寧
ろ
決
心
へ
の
主
腕
的
最
終
刺
戟
を
、
一
市
す
こ
正
多
き
を
認
め
た
る

S
4
2
q問
EHι

の
如
き
は
、
溺
酒
が
賞
際
上
底
ら
〈
は
自
殺
の
異
図
た
る
場
合
・
表
に
示
き
る
、
ょ
b
も
趨
か
仁

煩
繁
な
る
べ
き
こ
ピ
、

一
般
死
口
上
溺
摘
に
よ
る
も
の
は
、
酒
精
中
毒
及
酒
客
諒
妄
印

P
E
E
Z札
口
ロ
仁
よ
る
死

論

議

自

務

統

計

繭

第
二
十
一
巻

(
第
四
観

一O
E
)

五
式
'
九



論

犠

第
二
十
一
番

(
第
四
焼

自

殺

統

計

諭

一O
大
}

五
七
O

己
統
計
に
一
不
き
る
、
以
上
に
、
甚
だ
多
き
と
異
る
な
し
、
溺
酒
は
貧
困
又
は
破
一
壊
さ
れ
た
る
家
族
関
係
を
惹
起

L
、
後
者
は
次
い
ー
で
自
殺
の
動
機
正
し
て
、
記
録
さ
る
べ
し
ご
の
意
見
を
越
べ
た

h
、
さ
れ

EZL
は
意
見
た
る
以

上
仁
何
物
も
存
せ
歩
、
丁
抹
の
一
統
計
上
千
の
自
殺
男
中
溺
酒
に
よ
る
も
の
一
六
四
を
示
す
は
、
阪
に
砂
し
ご
す

べ
か
ら
す

L
τ
、
そ
の
取
扱
の
粗
大
を
疑
は

L
む
る
も
の
あ
h
、
{
宥
の
計
世
は
君
主
司
沼
恒
丘
由
削
蝿
書
六
四
力
一
自
に
掲
げ

ら
晶
、
そ
の
ほ
上
に
踊
酒
寵
趨
人
中
、
湖
沼
に
よ
る
自
殺
幾
何
と
調
ふ
が
如
告
、
岡
高
山
自
殺
申
を
算
定
す
る
は
離
し
、
此
齢
は
後
に
刊
誌
ナ
)
試

み
仁
推
測
に
よ
b
事
を
断
L
得
べ
し
己
せ
ん
か
、
反
封
の
恨
定
を
も
亦
立
て
つ
、
、
多
〈
の
自
殺
者
は
そ
の
心
痛

の
根
を
絶
つ
の
、
最
終
方
仰
に
訴
ふ
る
に
先
ち
、
酒
精
麻
酔
に
よ

b
そ
の
涯
を
忘
れ
ん
さ
試
み
た
hJ
ご
な
し
得
ぺ

発
し
、
凡
て
厳
正
な
る
研
究
に
嘗
る
ぺ
き
道
徳
統
計
論
者
は
、
憶
に
前
記
の
如
き
諸
分
限
の
中
に
一
不
吉
る
、
、
切

促
、
岡
陛
迫
及
抵
抗

ωあ
ら
ゆ
る
元
本
執
が
、
多
利
多
伐
な
る
例
別
の
可
能
形
態
じ
よ
h
、
組
合
は
き
る
、
こ
ご
に
重

大
山
重
化
怖
を
お
〈
ぺ
き
な
h
、

一
般
に
揃
用
す
べ
き
法
則
を
、
綿
ま
ん
正
す
る
こ
ぜ
を
も
節
制
す
べ
き
な
り
、
そ

の
研
究
上
一
の
枇
合
的
情
理
究
明
古
れ
た
り
ご

L
て
も
、
そ
は
時
及
蕗
に
よ
h
諸
麹
化
を
芯
起
す
吋
量
、
相
針
的

性
質
を
有
す
る
に
過
ぎ
す
、
今
日
迄
り
自
殺
統
計
論
は
、
本
間
に
聞
係
ゐ
る
諸
常
理

ω
柿
々
な
る
引
が
、
質
際
上

彩
し
〈
共
ド
仔
す
る
こ
「
伊
』
‘
指
示
す
る
程
度
迄
倣
注
せ
中
、

苫
れ
ば
上
に
詑
〈
如
(
将
卒
に
編
ま

μ
柁
る
、
推
測

上

ω
偏
削
な
る
詩
情
理
を
立
つ
る
・
}
ざ
を
警
戒
す
る
ご
共
に
、
反
問
的
に
計
蚊
的
考
察
を
開
品
川
す
る
が
如
き
方
法

を
ど

b
、
佃
別
的
に
選
べ
又
探
究
せ
ら
る
、
内
然
的
刷
品
目
的
特
質
が
、
時
及
世
出

ω
相
違
に
よ
り
、
そ
の
影
響
科
皮

595， 598 C仁 Schn凡pper-Arndt，op. cit. SS 



き
な
b
、
寧
ろ
必
要
研
究
材
料
Z
し
て
、
完
全
又
裕
一
な
る
も
の
似
h
に
現
存
し
た
h
Z
せ
ん
か
、

そ
の
貫
際
上

を
異
に
す
る
こ
子
炉
-
、
自
殺
を
生
む
べ
き
大
量
に
就
き
、
比
較
制
作
量
せ
ん
芭
す
る
が
如
き
試
み
は
、
断
念
古
る
吋

複
雑
な
る
麹
化
を
件
ふ
べ
き
、
高
花
銭
的
事
相
を
示
す
ぺ

I
、仰
mAザ
ば
こ
の
稀

ω比
較
研
究
に
過
す
べ
き
人
に
湖

む
べ
き
は
、
数
大
闘
に
つ
き
統
計
に
聞
は
れ
た
る
、
自
殺
者

ω
自
然
的
批
品
問
的
特
質
の
益
部
に
一
E
h
、
そ
の
影
響

の
強
弱
上
山
保
身
な
る
組
合
せ
を
示
す
も
の
を
、
比
較
的
に
総
括
す
る
こ

Z
な
h
、
素
よ
り
叉
炉
、
る
比
較
は
時
別

的
に
も
之
を
取
繍
げ
、
依
h
て
各
因
子
に
よ
る
影
響
の
相
調
的
強
引
胴
上
、
又
夫
等
諸
国
子
の
競
合
的
総
影
響
の
総

強
制
澗
上
・
昨
別
的
に
認
識
古
る
べ
き
鈍
化
を
、
究
め
ん
ご
覚
悟
す
吋
き
な
。
、
此
秘
的
研
究
た
る
若
し
自
殺
統
計

が
、
今
日
迄
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
る
も
の
に
比
し
、

一
府
完
全
又
弾
一
な
る
に
至
ら
ば
、
勝
家

ω道
徳
統
計
的
桝

究
上
、
確
か
に
重
き
を
な
す
に
至
ら
ん
、
品
、
的
際
に
至
ら
ぱ
随
時
各
胡
仰
の
向
然
的
及
剖
川
合
的
元
来
的
競
合
如
何
仁

よ'り、

そ
の
諸
カ

ω委
部
令
成
の
結
果
如
何
な
る
朕
此
を
呈
す
べ
き
か
を
.
時
間
的
及
場
所
的
組
別
に
よ
b
、
計

数
的
仁
一
不
仁
得
べ
き
こ
ピ
、
な

ιん
、
限
A

ザ
ば
時
間
的
及
場
所
的
捜
化
を
一
市
す
べ
き
こ
ご
は
、
今
姑
ら
〈
之
営
不

問
に
付
せ
ん
か
、
高
齢
級
的
男
子
、
新
敬
、
工
業
及
商
業
・
大
都
市
民
等
に
同
時
に
所
属
す
る
こ
己
は
、
会
館
正

し
て
一
般
に
究
報
自
殺
率
の
、
基
本
原
因
を
大
に
有
力
な
ら
し
む
べ
〈
、
少
年
級
の
女
子
、
加
特
カ
数
又
は

E

致
、
農
業
及
地
方
民
等
に
同
時
に
所
属
す
る
こ
ど
は
、
大
に
之
を
微
力
な
ら
し
む
ぺ
し
、
府
米
に
於
け
る
自
殺
統

計
の
理
想
は
、
完
全
叉
斉
一
な
る
調
査
を
本
正

L
、
自
殺
者
の
自
然
的
及
枇
曾
的
諸
特
質
の
、
可
能
的
叉
貧
際
的

論

議

自

殺

統

計

諭

第
二
十
一
巻

(
部
四
銃
一

C
七
)

五
一む

包炉問I~'_"ベピ i 



論

叢

自

殺

統

計

論

第
二
十
一
巻

(
第
四
臨
一

ο
A
)

五
七

に
惹
起
き
る
、
一
切
の
組
合
せ
に
就
包
、
時
間
的
場
所
的
に
分
化
苫
る
ぺ
き
自
殺
率
の
系
列
を
究
明
し
、
か
〈

τ

諸
基
本
僚
件
が
様
々
に
組
合
苫
れ
て
支
配
す
る
が
た
め
に
、
人
関
昇
の
自
殺
率
に
等
級
別
を
生
守
る
所
以
を
、
精

密
な
る
仕
方
に
よ
ち
指
示
す
る
こ
ど
、
す
ぺ

L
。

三
統
計
に
ど
h
た
る
他

ω枇
曾
大
量
を
、
比
較
研
究
に
取
入
品
、
こ
正
、
特
に
諸
制
削
察
地
域
の
一
自
殺
卒
仁
掛
照

L
、
右
枇
曾
大
量
に
よ
b
代
表
古
る
、
大
小
別
に
よ
b
、
類
別
を
設
〈
る
よ
ご
。

自
殺
者
の
自
然
的
及
祉
曾
的
諸
類
別
に
よ
れ
る
、
自
殺
率
そ
の
も
の
、
分
類
以
上
に
、
及
ば
古
る
ぺ
き
比
較
の

僚
件
は
、
自
殺
率
Z
他
の
自
然
的
及
枇
曾
的
欺
抽
出
、
並
に
人
の
諸
行
動
E
の
閥
係
上
、
道
理
に
訴
へ
前
以
て
心
理

的
に
期
待
さ
・
6

ぺ
〈
、
又
可
能
な
る
特
殊
関
聯
あ
h
ピ
、
考
へ
ら
れ
得
べ
き
こ
ピ
仁
あ
・
9
・
之
に
つ
き
て
も
亦
統

計
的
結
果
を
比
較
に
収
入
る
、
際
・
偏
頗
を
件
ふ
こ
ど
な
し
ご
せ
十
・
叉
特
定
の
場
合
に
は
論
詮
上
の
技
巧
を
弄

L
っ
、
、
先
入
の
一
意
見
を
立
設
せ
ん
正
試
む
る
の
、
危
険
な
し
ご
せ

F
る
は
来
よ
ム
リ
な
h
o

か
f
手
を
蔚
げ
た
る
自
殺
統
計
研
究
の
ニ
型
正
し
て
、
意
識
に
宮
め
り
ご
す
べ
き
は
、
犯
罪
u
A
酒
続
中
毒
叉
は

闘
民
酒
検
事
誕

ω多
少
を
取
入
れ
た
る
も
の
に
ゐ
h
o

第
一
に
犯
罪
仁
闘
し
て
は
、
自
殺
率
の
多
少
ご
あ
ら
ゆ
る
柿
矧

ω非
行
(
普
組
一
禁
賄
事
)
己
が
、
地
方
別
上
恒
岡
的

に
並
行
又
は
逆
行
閥
係
を
示
す
や
を
、
研
究
せ
ん
ご
す
る
の
試
み
は
、
回
現
れ
る
統
計
行
政
地
域
の
材
料
に
つ
き
で

は
、
議
犯
罪
の
限
定
及
組
合
せ
著
し
{
不
同
な
る
が
た
め
に
、
効
果
を
奉
「
る
の
見
込
な
き
は
明
か
な
b
、
唯
白



J 

す
る
こ
己
、
な
し
得
べ
き
は
龍
ふ
迄
も
な
し
、

ぞ
の
外
叉
人
或
は
自
殺
の
銅
繁
率
吉
、
財
産
に
閲
す
る
犯
罪
己
の

己

ω生
命
に
劃
す
る
侵
害
の
地
方
的
普
及
正
、
同
胞
の
身
櫨
及
生
命
に
謝
す
る
侵
害
の
地
方
的
普
及
己
を
、
比
較

問
に
、
閥
係
め
る
こ
デ
伊
」
挽
側
せ
ん
ご

L
た
り
、
唯
地
理
的
分
布
上
之
を
問
へ
る
に
非
歩
、
時
間
的
艇
過
上
従
ひ

て
動
制
的
考
察
上
之
を
問
ヘ
ム
リ
、
ロ
ロ
円
r
F
o
g
-

F
o
m三
氏
ι
F
同∞
mu
可

司
-

M
凸

U

円
同
向
日
以
唱
。
ユ
ω
門
出

E
E一口
ι
o
m
4
0
0
一自

E
q
g
H
U
F
E
M
S
M
2
2
ω
R
C
Z
M
は
此
関
係
に
闘
す
る
諸
研
究
を
報
告
し
、
特
に
叉
自
殺
己
財
産
に
叫
劃
す
る
犯
罪

(
岨
路
、
放
火
、
詐
欺
的
破
産
相
帯
)
己
は
、
反
潤
の
動
揺
を
一
本
す
ピ
の

F
B
ω
E
m
R
(
一
八
八
一
年
並
に
一
八
λ
セ
ト
早
)

の
仮
設
を

報
告
せ

b
、
さ
れ
ど
り
己

5
n日
ヨ
は
此
栂
の
閥
聯
を
立
謎
せ
ん
ど
す
る
試
み
が
、
会
〈
失
敗
せ
る
こ
さ
を
示
せ

り

一
層
弘
〈
普
及
せ
る
は
、
ロ
ロ
弓
r
r
o円日

が
一
一
層
詳
細
に
報
告
せ
る
他
の
似
設
な

h
、
即
も
そ
は
自
殺
ご
謀
殺

及
殺
害
否
一
般
に
人
に
謝
す
る
重
罪
ど
の
間
仁
、
逆
行
的
一
閥
聯
存
す
ぜ
す
る
の
仮
設
な
・
9
、
夙
に
の

z
q
q
も

そ
の
著
書
即
位

E
守一白

ω
E吾
巴
」
耳
目
。

E
。
ι
O
F
F
E
R
-
H
∞
ロ
中
、
人
に
針
す
る
犯
罪
が
南
方
の
諸
勝
に

ゐ
b
τ
は
、
北
方
の
諸
燃
に
比
し
二
倍
の
教
を
一
帯
す
も
・
自
殺
に
ゐ

b
て
は
そ
の
反
封
な
る
こ
ピ
を
指
摘
せ
央

自
殺
及
他
殺
の
逆
行
関
係
に
闘
す
る
形
式
的
一
準
訟
は
、
そ
の
後
忠
耳
目
及
宮
O
ロ
色
町
に
よ

b
τ
も
陳
述
せ
ら

れ
、
而
も
場
所
的
F

地
理
的
)
分
布
上
に
於
て
も
、
時
に
よ
る
溌
肢
の
上
に
色
適
用
ゐ
る
ニ

F
g確
言
せ
り
、
人
の
生

命
に
謝
す
る
こ
相
侵
害
の
逆
行
闘
係
を
、
行
錯
者
の
年
齢
別
正
せ
る
も
の
を
も
亦
引
援
せ

h
、
然
る
に
ロ
ロ
『
罫
弘
自

は
ゐ
ら
ゆ
る
時
及
蕗
に
通
用
す
言
問
問
定
す
る
こ
ど
を
、
非
ご
す
ぺ
き
反
封
誇
擦
を
捗
し
〈
一
不

L
、
自
殺
の
諸
細
別

論

叢

自

殺

統

計

論

第
二
十
日
巷

(
第
四
蹴

-
0
4凡
)

亙
七
三



(
品
開
凹
蹴
一
一

O
)

自

殺

統

計

論

第
二
十
一
笹

五
七
臨

百旨

議

に
よ
b
一
不
き
る
、
一
質
如
何
も
、
亦
自
殺
ご
殺
人
ご

ω閲
係
に
閲
す
る
閑
胞
に
、
本
来
的
に
影
響
す
べ
き
ζ

ピ
を
正

嘗
に
主
張
し
、
特
に
熱
心
に
そ
の
詩
細
川

ω解
析
を
考
慮
し
た

h
。

吾
人
は
今
自
殺
放
ご
非
行
数
己
の
掛
立
に
よ
り
、
惹
起
き
る
、
右

ω
問
題
e

皆
、
簡
単
に
布
凶
如
〈
指
示
す
る
に

止
め
ん
ご
欲
す
、
読
し
刑
事
統
計
に
つ
当
深
き
考
察
を
遼
「
る
に
先
も
、

か
、
る
一
比
較

ω細
目
に
究
め
及
ぼ
す

ぺ
き
に
非
4
r
t
考
ふ
れ
ば
な
与
、

苫
れ
川
と
叉
そ
の
日
外
仁
考
ム
ペ
き
は
、
此
問
題
詳
袋

ω
用
に
供
J
ぺ
き
、
根
拡

深
き
統
計
的
基
本
資
料
ご
し
て
の
、
自
殺
蚊
並
に
問
題
己
な
れ
る
特
別
犯
罪

ω細
別
地
珂
的
分
類
、
今
H
迄
術
会

〈
依
げ
た

h
ご
す
べ
き
こ
ご
な
h
、
今
日
迄
に
現
存
せ
る
統
計
報
告
の
断
片
よ
め
せ
ん
か
、
本
附
に
つ
き
て
も
普

過
に
そ

ω
例
ゐ
る
が
如
〈
、
初
期
率
先
研
究
者

ω通
論
化
的
主
張
は
、
維
持
コ
れ
得
ぺ
き
に
非
す
、
限
ら
れ
た
る

特
に
-H
殺

t
他
殺
ピ
の
聞
に
、

範
凶
に
於

τは、
特
別

ω特
殊
依
件
加
は
る
が
た
め
に
、

注
目
す
べ
き
交
瓦
閥
係

あ
る
こ

t
、
依
然
子
し
て
立
泌
さ
る
べ
き
も
、
此
鮎
に
つ
き
特
に
困
民
及
祈
族
仁
よ
る
話
相
達
、
一
市
古
品
、
こ
正

を
怨
は
A
Y
ん
ば
非
す
、
従
ひ
て
此
問
題
に
而
し
て
詳
細
な
る
仔
細
研
究
を
遂
「
る
こ
正
、
し
、
特
に
前
記
細
別
地

理
的
詳
細
分
類
-T
問
ふ
こ
ご
は
、
依
然
正
し
て
望
ま
し
き
こ
ご
た
ち
。

自
殺
敏
正
酒
精
中
毒
ぜ
の
関
係
は
、
雄
々
山
場
付

ιる
、
正
共
に
、

一
定
の
度
に
於
て
は
疑
も
な
〈
意
義
あ
1
9

湖
沼
hr
自
殺

ω側
別
動
機
ご
し
て
、
悶
ふ
一
~
き
雅
皮
に
於

τは
‘
肱
に
前
に
設
け
る
所
b
h
、
そ
の
以
上
仁
昔
に

溺
泊

ωみ
な
ら
す
、
飲
酒
ピ
自
殺
ご
の
間
に
、

一
般
的
闘
係
あ
-
h
E
主
張
す
る
ニ
芭
に
つ
き
て
は
、
統
計
上
之
が



う
き
、
満
足
な
る
一
致
を
求
め
得
た
り
ピ
す
る
も
・

ぞ

ω飲
酒
家

ω
確
質
む
る
統
計
は
、
自
殺
者
じ
っ
き
て
も
会

英一印
H
な
る
査
定
合
議
ぐ
る
を
得
ず
、
「
飲
澗
・
米
」
、
」
は
何
ぞ
や
に
関
し
‘
之
ey
定
む
る
山
り
川
崎
準
た
る
べ
き
定
義
に

人
口
に
つ
き
一
ー
も
、
作
製

L
得
ぺ
き
に
非
す
、
特
に
後
者
に
あ
り
て
は
事
物

ω性
質
上
、

そ
の
斡
最
も
砂
き
が
た

め
に
然
b
ピ
す
、
等
放

ω人
口
聞
に
泊
柿
消
投

ω抽
州
地
等
し
き
こ
宣
布
さ
れ
た
h
j
Z
す
る
も
、
飲
酒
家
の
飲
桝
量

耐
制
h
の
分
配
に
は
、
著
し
き
不
同
ゐ
る
べ
き
の
み
な
ら
歩
、
火
酒
.

国
時
酒
又
は
稲
荷
泊
り
形
に
よ
れ
る
‘
酒
精

消
品
質
的
利
州
知
に
相
違
ゐ
る
を
以
て
、
前
論
旨
正
相
去
る
も
』
、
し
遠
か
ら
F
る
酒
精
消
費
の
攻
盤
、
各
稀
酒
類
的
消
費

攻
撃
は
、
右

ω
迎
尚
北
り
じ
て
も
、
阪
に
不
確
賀
川
結
川
市
を
、
生
h
u

ぺ
し
ご
す
る
の
外
な

L
、
特
に
大
制
全
地
域

り
締
結
川
市
を
、
地
方
的
に
比
隣
す
る
場
合
に
あ
b
て
も
、
加
頭
割
ι
リ
の
相
遣
を
問
ふ
は
意
義
多

L
Z
す
ぺ
[
。

脚
宵
師
ご
し
て
の
み
な
ら
十
用
心
深
き
統
計
家
子
し
て
、
特
に
溺
酒
ピ
自
殺
ご
の
闘
係
を
研
究
せ
る

HUHENrvm

は
、
右
の
事
情
あ
る
た
め
、
酒
糊
飲
料
消
費
及
自
殺
数
の
、
高
閥
比
較
に
閲
す
る
一
小
撤
覧
を
商
事
げ
た
る
後
、
(
そ

。
省
昔
・
HaE尋問
R
E
C孟
官
官

5
E
-
H
S
M
叩
国
∞
忠
良
ら
〈
は
幾
分
か
先
入
主
的
考
察
た
る
べ
担
、
「
爾
徐
の
結
論

は
右
の
表
を
本
ピ

L
て
は
、
抽
山
さ
れ
得
ぺ
き
に
非
」

る
こ
ご
を
白
か
・
ー
承
認
し
た

b
、旬開山口江戸
M

岡
山
か
之
に
附
言

せ
る
如
(
、
酒
精
飲
料
治
山
立
の
計
数
以
、
何
蕗
に
て
も
絹
針
に
確
質
鵡

L
待
日
、
し
ご
な
に
得
F
る
は
素
よ
り
な

h
、
3
れ
ど
氏
が
露
西
盟
・
英
関
及
和
朗
(
!
)
り
自
殺
蚊
を
以
て
.
信
頼
侭
低
較
微
に
過
ぎ
す
、

そ
は
-MH
際
に
然

b
J
t
す
べ
き
よ
り
も
、
「
何
れ
に

L
て
も
著
し

f
砂
し
」
ぜ
、
思
惟
せ
る
は
王
宮
ど
す
べ
き
や
疑
は
し
、
そ
の
外
去

自

殺

統

計

論

諦

設

第
二
十
一
巷

(
第
四
割
一
一
一
)

E
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論

議

自

認

統

計

諭

第
ニ
十
一
轡

{
第
凶
鶴

) 

ご
し
て
問
題
ご
な
る
ぺ
き
火
酒
消
費
(
禁
捕
時
有
は
今
日
に
歪
り
で
は
故
早
承
認
せ
ざ
る
べ
き
所
な
り
)
は
、
園
内

ω諸
地
方
仮
令

五
七
六

ば
北
側
ピ
南
側
、
北
獅
己
雨
濁
、
北
部
伊
太
利
ピ
中
部
伊
太
利
正
に
よ
。
、
著
し
〈
相
蓮
す
べ
き
を
以
て
、
「
ζ

の
磁
の
会
倒
的
総
括
」
は
、
相
調
的
傾
備
を
有
す
る
仁
過
ぎ

5
る
べ
し
、
従
ひ

τ各
国
に
つ
き
、
そ
の
園
自
慢
正

し
て
考
察
す
る

ω
要
あ
ち
ご
せ
h
d
(
ζ
ω
詰
窓
は
上
に
指
示
せ
る
所
に
訴
へ
趨
切
な
り
)
而
じ
て
か
、
る
考
察
の
結
果
及
一
々

之
に
つ
き
下
苫
れ
た
る
評
論
を
紹
介
す
る
は
、
煩
雑
に
亘
る
を
以
て
、
議
に
は
噌
ロ
ロ
N

山
口
間
の
手
に
成
れ
る
表
が
、

事
質
上
一
の
相
謝
的
使
館
を
有
す
る
の
み
な
る
こ

E
を
承
認
し
っ
、
之
を
抄
録
す
る
こ
吉
、
せ
ん
。

国
丁瑞世t掛iiJ!， 白五品大是正

名

闘耳
不

~U 

火
酒
消
費
の
年
次

一
年
一
人
前
。
消
費
坑
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)
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司H

ti，'J 

持

一
凡
九

O

一
九
一

7
1

士

λ 
九

四
0

・。

同

一
八
八
一
一
一
ー
λ
七

ブL
四

五

t且

J、
九

一O
五・
λ

洪

J、
t， 

三
ニ
・

o

義

一λλ
九

一
七
七
・
五

典

一λ
八
九

じ

-

樹

一λ
λ

ニ!
λ
凹

一

一
三
六
・
ニ

=
一
七
・
五

威

" 九

酒

'" 
酒
{
出
)

. =
7入

四
・
四

がJ

四・=一

凹
・
四
. 了

七-F、

人

口

百

高

に

刊

白

浪
E 
t O O 

。
七

，、
同

。
七

七
人

1ミ

プミ



和

蘭

一λ
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λ
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0
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四
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五

伊
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回
t 

芽

櫛

一
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館
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四
・
大

一
一
了
四
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丸
? 

是
等
計
数
に
つ
き

E
包
括
自
身
が
、
「
相
封
的
」
舗
値
正
呼
べ
る
そ
の
須
佐
は
、
自
殺
数
ピ
酒
精
飲
料
消
費

ご
の
間
に
、

一
般
的
並
行
の
闘
聯
は
、
宵
際
上
存
在
せ
b
Z
は
想
は
れ
A
Y
E
す
ぺ
き
駒
に
宿
き
る
、
本
問
に
つ
き

τ司b
亦
終
局
的
判
断
は
、
詳
密
な
る
細
別
地
理
的
分
類
を
、
土
蚕
ご
す
る
こ
ピ
に
よ
り
て
の
み
逮
せ
ら
れ
得
吋

〈
‘
そ
の
際
酒
精
消
費
の
方
面
に
於
て
、
小
地
域
別
を
究
U
る
は
、
自
殺
肢
の
地
理
的
細
別
を
究
む
る
に
比
し
、

著
し
〈
困
難
な
る
べ
し
、

て
自
殺
大
量
を
他
の
自
然
的
一
般
紋
般
に
則
b
て
分
類
し
、
依
-h
て
明
か
に

L
得
ぺ
き
自
殺
嫡
繁
程
度
内
相
塗

を
示
す
-
』

Z
。

へ
、

一
の
枇
曾
的
総
括
を
代
表
す
ぺ
き
、
他
の
一
般
朕
態
(
偶
令
ば
貧
富
又
は
文
明
白
程
度
)
に
則
り
て
・
自
殺
大
量
を
類

別
L
、
依
h
て
か
、
る
枇
曾
般
践
の
模
様
如
何
仁
よ
b
、
自
殺
数
が
如
何
に
左
右
せ
ら
る
、
か
の
、
認
識
に
資
す

ehw
・

』

JE

。

右
の
ニ
研
究
方
面
は
諮
に
奉
げ
ら
る
、
の
要
ゐ
る
も
、

そ
の
結
果
に
つ
き
て
は
深
(
討
究
さ
れ
得
ぺ
き
に
非

論

議

由

設

紘

計

諭

第
二
十
一
審

{
第
四
鶴
一
一
一
一
一
)

五
七
七
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四
統
一
一
回
)
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七
λ

論

議

第
ニ
十
一
巻

自

費

総

計

歯

十
、
蓋
し
自
然
記
る
己
批
曾
た
る
ご
を
問
は
や
，
、
之
が
一
般
印
象
に
つ
き
、
自
殺
敷
に
及
ぼ
す
意
義
を
認
識
せ
ん

芭
す
る
程
度
に
於
て
は
、
精
微
な
る
統
計
的
考
察
法
の
範
囲
を
、
股
す
べ
き
を
以
て
な
・

1

第
一
に
自
然
現
象
中
気
候
の
自
殺
率
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
存
在
す
る
に
似
た
る
も
、
計
数
の
上
に
磁
然
た
る
影

響
程
度
を
印
せ
し
む
る
こ
ピ
な

L
、
就
中
繰
皮
は
自
殺
率
に
一
影
響
を
及
ぼ
す
べ

L
ご
せ
ら
れ
、
刑
制
気
あ
ち
雲
深

き
日
に
は
、
快
晴
の
日
に
於
け
る
よ
b
、
自
殺
多
し
ご
主
張
苫
れ
し
も
、
そ
は
満
足
に
寅
誼
き
る
、
こ
芭
な
か

h

谷
川
』
時
特
に
自
然
の
経
過
に
よ
る
影
響
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
季
節
に
よ
る
自
殺
率
の
経
過
を
示
せ
ば
足
れ

b
、
か
、
る
時
別
研
究
を
夏
に
細
か
に
し
て
週
日
別
に
及
ば
さ
ん
か
、
自
然
の
影
響
よ
b
も
、
寧
ろ
枇
曾
的
影
響

を
朋
か
に
す
ぺ
き
こ
吉
、
な
ら
ん
、
欧
洲
の
事
質
に
よ
る
に
、
審
理
聞
に
て
は
一
九
O
七
亭
八
年
始
め
て
調
査
す
)
大
多
致

の
自
殺
は
月
、
火
曜
に
行
は
れ
、
土
曜
日
に
最
も
砂

L
、
土
曜
日
の
率
が
何
故
に
砂
き
か
は
、
察
す
る
に
難
か
ら

争
、
品
、
は
普
通
の
支
梯
日
な
れ
ば
な
h
、
針
の
大
部
分
は
多
〈
の
場
合
に
、
土
躍
の
古
代
U
A
日
限
の
散
財
に
費
や
苫

る
、
月
曜
に
至
れ
ば
懐
中
は
容
し
〈
、
ア
タ
7

は
新
し
き
遊
蕩
に
よ
h
荒
め

h
、
か
〈
て
そ
の
囚
た
る
者
は
そ
の

器
禁

週

ω仕
事
に
ピ

h
か
、
る
の
勇
気
を
快
(
O
他
の
一
自
然
事
寅
正
し
て
人
の
鋒
養
方
法
を
皐
「
べ
か
ら
ん
、
そ
は

阪
に
前
仁
越
ぺ
た
る
摘
料
飲
料
の
享
楽
が
、
そ
れ
自
韓
正
し
て
は
管
養
ご
異
h
、
自
然
必
至
己
な
す
べ
か
ら
十
ご

し
て
、
之
を
除
き
た
る
も
の
ご
し
て
然
b
、
ニ
は
素
よ
り
諸
枇
曾
事
情
正
大
関
係
ゐ

h
z
す
べ
き
所
な
h
、
園
民

の
自
殺
が
そ
の
傍
養
方
法
吉
岡
係
あ
る
や
、
関
係
ゐ

h
正
せ
ば
如
何
仁
一
然
る
か
に
つ
き
、
吾
人
は
何
れ
仁

L
τ
も

Cf. Bailey， Modern Social Conditions. 1906 p. 310 
Cf. Bail~y. op. cit. Zach. Die Statistik. 1913 S. 194 * 接持



統
計
的
に
通
告
せ
ら
る
、
所
な

L
・
唯
断
片
的
に
は
特
殊
の
病
理
的
観
察
に
よ
h
、
そ
の
胸
係
を
明
か
に

L
得
べ

き
こ
ど
あ
り
・
綴
A

廿
ば
伊
太
利
に
於
け
る
(
腐
敗
}
米
に
よ
る
笹
養
に
よ
h
、
先
づ
窓
口
白
四
日
{
一
白
勲
帯
風
土
病
)
に

躍
ら
し
め
、
次
い
で
自
殺
を
生
む
が
如
き
は
然
b
o
要
す
る
に
土
地
及
気
倹
に
よ
る
決
定
的
影
響
に
闘
す
る
一
般

認
識
を
、
何
れ
に

L
て
も
統
計
を
土
豪
正
し
て
明
か
に
せ
ん
こ
E
は
困
難
な
h
、

一
の
一
般
判
断
E
し

τ歪
皆
正

す
ぺ

f
想
は
る
、
所
に
よ
れ
ば
、
国
民
が
そ
の
生
命
を
託
せ
る
一
般
自
然
奴
態
仁
よ
b
、
自
殺
に
及
ぼ
す
影
響
軽

微
正
す
ぺ
き
に
似
た
・
9
0

諸
枇
曾
奴
態
に
つ
き
そ
の
諸
一
般
総
括
を
、
認
識

L
分
類
す
る
は
、
何
れ
に
し
て
も
統
計
家
の
職
分
た
ら
す
、

部
分
的
総
括
仮
A
T
ば
園
民
の
漏
一
時
職
業
、
数
化
に
つ
き
て
は
、
自
殺
率
の
個
別
解
析
上
白
か
ら
問
は
る
ア
さ
所

な
b
・
此
外
出
同
問
題
ご
な
る
〈
き
は
、
諸
開
化
周
民
に
つ
き
絡
に
文
明
の
程
度
正
呼
ぴ
得
ぺ
き
、
枇
曾
放
践
の
最

抽
枠
組
括
な
り
、
索
よ
、
り
そ
は
普
通
栂
念
に
し
て
、
統
計
家
ご
し
て
之
を
捕
捉
す
る
は
難
L
、
従
ひ
て
統
計
中
部
は
寧

ろ
諸
部
分
総
括
の
考
察
に
甘
ん
じ
、
最
後
に
夫
等
を
綜
合
し
て
、
「
文
明
」
の
程
度
正
呼
ぴ
得
ぺ
き
も
の
を
繍
は
な

ら
し
め
ん
芭
す
、
就
中
致
育

t
自
殺
E
の
閥
係
は
、
起
き
れ
易
き
問
題
な
b
、
そ
の
聞
に
一
闘
係
存
す
る
は
明
か

な
ム
ッ
、
教
育
の
標
準
最
も
高
〈
、
文
盲
者
の
割
合
最
も
砂
き
諸
国
は
、
自
殺
の
最
高
率
を
示
す
に
似
た
b
、
殊
に

数
育
一
方
仁
偏
L
て
、
唯
物
主
義
否
金
銭
偏
重
主
義
金
助
長
す
る
程
度
に
於

τは
、
自
殺
を
も
助
長
す
べ
き
に
似

た
り
、
現
に
前
出
冨
自
白

q
r
は
そ
の
著
嘗
賞
時
に
於
け
る
、
欧
洲
放
況
の
病
理
的
兆
候
正
し
て
の
自
殺
の
主
要

前

叢

由

設

統

計

前

第
二
十
一
巻
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引

論

司監

自

毅

統

計

論

第
二
十
一
巻

(
第
四
枕
-
一
六
)

五
八

O

原
因
・
皆
、
宗
敬
戚
念
の
表
替
に
蹄
せ
り
、
他
の
諸
事
情
に
擾
化
な
き
限
h
、
唯
物
主
義
拝
金
主
義
の
横
行
、
超
自

然
的
な
る
諸
事
物
に
つ
き
て
の
不
信
、
そ
の
結
果
此
世
の
不
自
由
及
持
痛
が
、
来
世
永
遠
の
辛
編
に
よ
b
償
は
る

ぺ
し
正
の
信
念
を
喪
へ
る
こ
ご
は
、
人
々
を
し
て
生
存
に
疲
れ
し
め
、
叉
そ
の
避
け
難
、
幸
運
命
が
、
数
年
内
に
来

る
ぺ
し
芭
謙
粗
相
す
る
こ
古
、
な

b
勝
も
な
ら
し
む
る
こ
芭
は
、
推
測
し
易
量
所
に
し
て
、
統
哉
は
叉
そ
の
推
測
を

支
持
す
る
に
似
た

h
、
而
も
亦
之
官
同
時
に
記
憶
す
べ
き
は
、
第
一
に
飯
定
宗
教
の
諸
国
情
僚
に
、
断
然
不
賛
成
な

h
し
す
ぎ
叶
可
邑
住
及
ロ
ω
Z
E
の
如
き
大
科
陥
宇
者
が
、
生
存
し
生
涯
の
仕
事
ご
し
て
の
そ
の
分
を
識
す
こ
ご

を

一
の
義
務
一
の
快
楽
観
し
た
る
こ
ピ
な
h
、
第
二
仁
数
育
は
文
明
の
程
度
を
測
る
の
一
一
規
矩
に
過
ぎ
中
、
文

明
最
も
高
き
鹿
住
民
は
最
も
密
集
せ
り
、
枇
曾
品
川
化
の
程
度
愈
々
高
〈
し
て
、
生
存
の
あ
ら
ゆ
る
機
械
仕
組
は
、

大
な
る
蓮
度
に
て
進
鱒
す
、
文
明
の
程
度
高
き
に
従
ひ
て
、
住
民
が
憐
儀
な
(
張
。
ら
晶
、
緊
張
は
愈
々
甚
大
t

な
る
、
こ
の
引
縦
付
る
焦
燥
の
一
結
川
摘
記
し
て
、
一
柳
艇
は
一
一
衰
弱
し
叉
過
敏
正
な
旬
、
そ
の
結
果
自
殺
は
頻
繁
な

-9
、
気
晴
し
ご
な
る
ぺ
-
き
も
の
、
中
に
も
、
同
じ
焦
燥
を
伴
ふ
に
歪
れ
る
は
鮮
明
な
h
、
此
熱
病
的
焦
燥
は
都
に

τは
一
一
府
劇
し
き
を
以
て
、
都
の
自
殺
率
も
一
般
に
高
L
、
且
叉
郁
市
人
口
は
悶
舎
の
人
口
に
比
L
、
近
代
に
至

一
は
そ
の
事
由
を
こ
、
仁
脅

り
増
加
の
勢
著
L
(大
な

b
L
を
以
て
、
金
人
口
内
仁
於
り
る
自
殺
率
増
進
も
、

す
吋
兎
に
角
諸
部
分
大
量
の
態
様
を
本
吉
し
、
計
数
的
結
論
を
下
し
得
べ
き
程
度
に
於
て
は
、
文
明
の
程
度
を
高

む
る
に
従
ひ
そ
の
一
時
岡
県
面
、
柿
帆
近
生
活
の
苛
酷
な
る
一
仕
組
ご
し
て
、

一
層
高
き
自
殺
率
を
件
ふ
ぺ
し

t
す
る

Cf. The Encyclopcctia Amcr. op. cit.: H同ley，op. cit.; Wirminghalls， 
op. clt * 



の
信
念
は
、
従
来
の
諸
併
究
に
よ
ち
一
様
に
立
定
吉
る
、
所
な
h
・
経
験
に
よ
り
示
き
る
、
右
の
事
賞
は
、

見

奇
説
に
似
た
る
が
如
き
も
、
そ
は
自
殺
増
進
が
一
屠
鮮
明
深
刻
ご
な
れ
る
刷
曾
分
化
の
結
果
た
る
に
、
そ
の
分
化

は
文
明
増
進
の
符
牒
た
る
の
事
賞
に
よ
り
蒋
明
き
る
ぺ
き
所
な
b
、
一
枇
曾
朕
態
複
雑
化
の
結
果
現
象
ご
し
て
、
叫
剛

片
的
に
郡
部
の
関
係
、
職
業
別
及
象
化
程
度
の
闘
係
上
窺
は
る
、
相
違
は
、
五
百
人
に
よ
h
文
明
の
程
度
別
正
せ
ら

る
、
、
枇
曾
的
諸
徴
候
の
複
合
に
つ

=τも
亦
窺
ひ
得
ぺ
き
所
な
り
、
文
明
の
費
途
幼
稚
な

ι所
に
あ

h
て
は
、

重
き
カ
あ
る
自
己
保
全
の
普
通
衝
動
仁
照
L
、
死
を
急
「
の
希
望
は
稀
に
起
き
る
べ
〈
、
そ
は
弱
く
し
て
無
カ
を

縞
〈
べ
き
も
‘
文
明
増
進

L
て
圃
民
の
分
化
過
程
を
強
め
、
生
存
競
等
の
劇
甚
、
功
名
心
の
織
烈
h
z

増
す
さ
共

仁
、
特
に
そ
の
過
程
に
よ
り
構
成
き
る
ぺ
〈
、
生
存
の
安
定
性
職
微
な
る
4

き
諸
群
に

b
h
て
は
、
を
の
希
望
濃

厚
化
せ
ら
れ
、
盆
々
多
〈
事
賞
ご
な
ち
て
現
は
る
、
物
質
的
及
非
物
質
的
方
面
に
於
り
る
、
生
存
享
制
捜
増
進
の
克

明
両
に
謝
L
、
断
片
的
に
盆
々
著
し
き
程
一
度
に
於

τ、
生
存
の
敵
た
る
不
満
爆
後
す
る
の
暗
黒
面
は
、
無
慈
悲
じ

も
継
起
す
吋
き
ニ
正
、
宿
命
的
必
至
た
る
に
似
た

h
o

乙

ト
、
動
制
倒
的
諸
事
情
に
本
づ

f
諸
研
究
の
何
た
る
か
を
考
ふ
る
に
、

を
は
自
殺
卒
の
具
鶴
的
時
間
的
経
過
吉
、
そ

-
れ
に
相
肱
せ
る
他
の
自
然
的
特
に
枇
曾
的
現
象
の
経
過
ご
の
聞
に
於
け
る
、
何
等
hr
の
蓋
然
闘
係
を
明
か
に
せ
ん

正
す
る
の
試
み
に
闘
す
、
此
樋
の
惹
皆
研
究
を
逐
ゃ
る
の
材
料
、
詳
言
す
れ
ば
自
殺
の
絶
封
歎
及
相
封
数
の
、
氷

(
第
四
甥
-
-
士
)
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論

識

自

殺

統

計

論

第
二
十
一
巻

(
第
四
貌
一
一
八
)

E 
A 

年
に
亘
る
長
系
列
、
之
に
同
時
に
出
来
る
丈
け
あ
ら
ゆ
る
槻
袋
地
域
に
百
石
、
相
賞
の
地
方
的
そ
の
他
の
諸
類
別

を
件
ふ

b
の
は
・

4
T
向
不
備
な
h
、
そ
の
外
向
附
言
す
ぺ
き
は
、
特
殊
の
急
性
的
影
響
福
令
ば
恐
慌
の
関
車
)
研
究
の

目
的
よ
h
せ
ん
が
、
自
殺
の
時
別
に
つ
き
、
暦
年
別
正
せ
る
も
の
以
上
に
、
少
〈
ピ
も
月
別
材
料
を
備
は
ら

L
む

る
を
、
可
E
す
べ
き
こ
E
な
b
。

此
穏
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
に
あ

b
τ
は
、
自
殺
の
波
紋
的
動
携
に
相
癒
す
べ
き
、
他
の
自
然
的
及
枇
曾
的
事
獲

の
一
、
動
胞
現
象
を
劃
立
せ

L
む
る
こ
ピ
に
闘
す
、
精
神
的
動
態
現
象
を
統
計
々
一
般
の
表
に
潟
し
古
る
は
、
物
質
的

娘
一
態
及
現
象
の
動
檎
に
於
り
る
よ
h
も
、
困
難
な
る
を
以
て
、
従
来
に
於
り
る
個
別
の
研
究
は
、
通
常
甚
だ
限
ら

れ
た
る
翻
察
材
料
を
土
牽
ご
し
、
特
に
自
殺
の
移
動
正
、
回
民
叉
は
そ
の
大
部
分
の
経
済
事
情
の
特
殊
兆
候
の
移

動
E
を
比
較
し
、
殊
に
叉
特
別
の
階
級
民
に
於
け
晶
、
か
、
る
事
情
急
援
A

恐
慌
視
さ
の
兆
候
ピ
の
比
較
に
嘗
れ

。
、
経
済
事
情
及
ぞ
の
縫
動
の
統
計
的
兆
候
何
た
る
か
に
つ
き
、
経
務
統
割
論
的
精
碗
に
就

f
の
機
曾
を
得
る
に

先
も
、

か
、
る
研
究
手
総
の
細
目
仁
入
る
を
得
す
ご
考
ふ
る
を
以
て
、
議
に
は
自
殺
統
計
論
の
狭
き
範
園
以
外
に

旦
れ
る
・
此
動
態
現
象
組
合
せ
を
、
舗
寧
に
指
示
す
る
に
止
め
ん
ご
欲
す
o

チ
、
従
前
に
め
h
τ
は
世
界
経
済
的
胸
係
及
事
援
は
、
個
別
問
民
経
済
に
於
げ
る
事
情
及
事
設
に
、
微
弱
の
影
響

を
及
ぼ
す
の
み
な

-
q
L
よ
b
、
犯
罪
並
に
自
殺
の
動
態
現
象
ピ
、
牧
穫
高
及
副
官
掴
慣
ご
を
比
較
す
る
も
、
不
常
正
せ

Z
り
き
、
此
柿
研
究
め
試
み
ご

Lτ
、
可
な
h
J
蔚
き
基
礎
の
上
に
仕
組
ま
れ
た
る
も
の
は
、
俄
A
T
ば
特
に
一
八
四



六
乃
至
四
七
及
一
八
五
四
乃
歪
五
六
年
の
、
二
物
僧
上
勝
期
を
悶
へ
る
、
〉
・
名
曲
四
ロ
弓
に
よ
み
授
け
ら
る
、
之
に

っ
き
巧
昔
日
は
「
物
質
的
窮
乏
が
、
自
殺
を
一
屠
煩
紫
に
行
は
し
か
」
ご
の
見
地
よ
り
出
脅
せ
る
も
、
匹
、
は
現

時
に
於
り
る
研
究
の
立
脚
貼
よ

h
せ
ば
、
長
早
支
持
さ
れ

.3
る
所
な

h
、
而
も
亦
氏
が
血
帯
げ
た
る
高
岡
統
計
比
較

よ
り
せ
ん
か
、
「
自
殺
率
が
人
に
よ
b
期
待
さ
れ
勝
も
な
る
が
如

f
、
般
観
及
天
候
車
守
備
に
反
臆
す
る
こ
Z
、

般
的
叉
有
カ
に
し
て
叉
啓
一
な
る
こ
芭
」
は
、

そ
の
表
中
仁
現
は
れ
，
さ
る
こ
ご
を
、
邸
時
に
承
認
す
ぺ
一
幸
筈
な
ら

吉
、
当
局
自
門
は
引
繍
き
て
設
け
ち
、
場
合
に
よ
h
τ
は
何
等
の
影
響
を
窺
は
し
め
子
、
物
侵
低
廉
の
歳
に
騰
貴

の
歳
同
様
、
・
高
き
計
数
を
示
せ
ば
な
b
、
さ
れ
Y
」
大
多
数
の
場
合
に
は
物
倒
騰
貴
に
よ
b
そ
の
敷
を
高
め
、
之
に

続
け
る
低
廉
の
諸
年
夫
に
は
、
騰
貴
の
歳
に
比
し
減
少
を
示
す
も
、
之
を
従
前
の
低
廉
期
に
比
す
れ
ば
、
常
に
著

し
き
増
加
企
示
す
ご
、
こ
の
所
説
た
る

4
F司志
E
が
働
関
西
の
自
殺
に
闘
し
、
「
物
質
的
窮
乏
に
よ
h
惹
起
き
る

る
、
増
加
の
常
例
に
於
け
品
諸
動
揺
は
、
此
増
加
丑
の
も
の
に
比
す
れ
ば
、
殆
ん
H

と
金
〈
も
の
、
敷
な
ら
A
V
」
Z

設
け
る
、

一
命
題
を
磁
設
し
又
そ
の
命
題
に
通
論
化
す
る
の
用
に
供
せ
ら
れ
た

h
、
之
に
つ
き
注
意
す
べ
き
は
、

此
命
題
た
る
急
性
的
騰
貴
現
象
{
ζ

田
嶋
貴
由
縁
由
H
4
7
・
阿
は
ず
)
後
に
於
け
る
、
自
殺
率
の
高
標
準
持
続
に
閲
す
る
稜

一
層
掛
新
な
る
自
殺
材
料
検
討
の
結
果
に
よ
h
て
も
、
亦
屠
々
寅
諾
さ
れ
た
る
所
な
b
o
此
貼
に

度
に
於
て
は
、

関
し
冨
釦
可
が
一
人
入
七
年
の
著
書
宮
内
の
内
自
R
E
r也
事
岳
山
自
の
白
色
R
E
h
z
F
F
E
中
、
官
時
の
闘
民
経
済
事

情
に
泊
中
時

L
、
穀
同
慣
及
犯
罪
問
の
移
動
開
係
を
指
摘
せ
る
は
著
名
な
る
が
、

そ
の
後
冨
耳
目
巨
は
ぞ
の
著
書
中

{
第
四
概
一
一
九
)

五
λ
=

一

輸

讃

自

規

統

計

調

第
一
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一
巻

ー
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論

載

白
羽
耳
結
計
酋

第
二
十
一
審

F

第
四
規
一
ニ

O
)

五
λ
四

之
を
引
用

L
、
若

L
氏
が
氏
の
岡
表
内
に
、
自
殺
の
線
を
掃
入
し
た
ち
し
な
ら
ん
に
は
、
犯
罪
移
動
の
線
Z
同
様

な
る
成
行
を
示
せ
る
な
ら
ん
E
附
言
せ
る
も
、
素
よ
b
仔
細
に
豆
・
り
立
詮
せ
る
所
な
し
。

F
、
近
時
曲
学
問
上
の
信
念

Z
L
て
、
俄
A
T
ば

U
E吾
氏
自
の
枇
曾
準
加
酬
を
色
亦
土
壷
ピ
し
っ
、
、
世
に
重
き
を
な

す
も
の
に
よ
る
に
、
様
々
の
形
態
に
よ
れ
る
恒
常
的
物
的
航
況
は
、
此
紋
況
に
於
け
る
臨
機
の
急
性
動
擦
の
如

t
、
自
殺
数
に
影
響
せ
十
ピ
な
す
、
之
Z
共
に
近
時
に
於
げ
る
研
究
の
興
味
は
、
同
褐
の
古
き
仰
別
の
所
戚
、
恨

A

ザ
ば
巧
山
町
ロ
司
に
よ

-hJτ
も
亦
授
り
ら
る
、
も
の
を
踏
襲
し
、
時
に
経
済
恐
慌
に
よ
り
自
殺
に
及
ぽ
す
影
響
を
、

主
定
す
る
ζ

ピ
に
向
け
ら
る
、
恐
慌
に
よ
b
特
に
憐
ま
さ
れ
し
階
絞
民
に
、

か
、
る
影
響
及
ぼ
さ
る
、
こ
E
の
臨

機
目
撃
は
、
臨
機
の
日
常
経
験
上
著
明
な
る
が
、
個
別
の
事
例
ご
し
て
は
屡
々
誇
張
さ
れ
易
き
、
か
、
る
急
事
件

の
精
舷
な
b
測
定
を
授
け
得
べ
き
は
、
統
計
に
限
ら
る
。

慈
に
問
は
る
べ
き
研
究
の
た
め
に
は
、

特
に
恐
慌
の
兆
候
ピ

L
τ
統
計
に
ピ
ら
る
ぺ
き
も
の
を
、

定
む
る
を
要

す
、
此
問
題
の
系
統
論
的
取
扱
は
、
経
済
統
計
論
中
に
畿
鬼
し
得
ア
¥
否
俊
見
す
る
の
要
ゐ
る
所
な
b
、
従
ひ

て
滋
に
は
自
殺
統
計
の
血
中
間
的
利
用
蹴
設
の
柊
ら
に
臨
み
、
此
楠
の
研
究
を
試
み
た
る
も
の
、
一
型
ご
し
て
・
白

耳
義
の
材
料
に
本
づ
(
の
-
T
S
E円
F
H
L
O
E
r
E。
MUO∞
の
新
研
究
を
指
示
せ
ん
、
氏
は
議
期
聞
の
個
別
年
次

に
つ
き
、
自
殺
、
銑
鎚
産
出
、
及
破
産
の
計
数
を
比
較
し
た
b
、
{
惜
む
べ
(
も
凡
て
絶
封
針
に
よ
れ
と
そ
の
閲
兵
は

円

E
o
c
z
z
共
に
、
品
現
錨
産
出
を
都
済
界
の
欺
か
ざ
る
消
長
計

]
O
E
B
E昨
日
目
ロ
E
E
E
刊
号
ロ
O
ω
ω
o
a主
的
月
中



ロ
O
R
A
Z
E
幌

L
た
り
、
蓋
し
鋳
餓
の
消
費
は
、
工
業
後
展
の
強
弱
芭
直
接
関
係
ゐ
h
・

一
般
鱗
業
に
比
L
一
一
層
甚

L
f
‘
経
済
事
情
の
動
揺
に
左
右
せ
ら
る
れ
ば
な
b
、
氏
が
そ
の
研
究
上
・
般
的
に
費
見
せ
る
所
に
よ
れ
ば
、
自

殺
曲
線
の
峰
以
、
右
の
方
法
に
よ
b
特
色
づ
り
ら
る
、
、
工
業
及
商
業
恐
慌
の
年
次
に
相
嘗
せ

h
、
卸
も
銑
餓
の

生
産
降
輿
の
諸
年
次
は
、
(
何
れ
も
時
四
同
及
抱
衰
の
齢
制
ケ
宇
宮
、
柑
合
せ
る
同
期
間
具
干
し
て
関
職
L
得
子
守
も
の
、
白
ち
一
λ

六
八
乃
豆
七
五
、

一
八
士
穴
乃
至
凡
目
、

一λ
A
古
乃
至
九
五
、
及
一
λ
九
式
市
室
-
丸

O
二
年
)
自
殺
の
沈
一
茨
を
示
せ

b
、
而
し
て
破
産
曲
線
の
峰
は

」
「
仰
の
宮
司
同
に
よ
れ
ば
、
絡
結
に
近
づ
け
る
商
業
恐
慌
の
清
算
期

E
L
て
、
自
殺
数
の
一
時
的
上
昇
に
相
官
す
、
素

よ
b
之
に
つ
き
て
は
』
R品
E
再
が
注
意
を
促
せ
る
以
外
の
事
貨
も
示
さ
る
べ

L
、
又
六
十
年
代
の
中
比
以
来
始
ま

れ
る
自
殺
土
井
の
趨
勢
ゐ
る
も
、

そ
は
回
早
純
に
絶
艶
駿
仁
よ
・
9
編
ま
れ
た
る
曲
線
に
よ
・
9
て
は
、
明
硲
に
窺
凡
V

粂

ぬ
べ
き
所
に
し
て
、
叉
之
仁
腐
せ
ば
恐
慌
現
象
は
比
較
的
に
盆
牟
平
稽
な
る
、
動
携
を
生
悼

E
Eす
べ
き
も
の
あ

ち
o そ

諸
階
級
民
の
吐
曾
事
情
特
に
経
済
事
情
の
兆
候

t
L
て
、
認
識
さ
れ
得
べ
き
諸
事
援
の
、
並
行
又
は
逆
行
闘

係
に
闘
し
、
臨
調
き
基
本
の
上
に
打
立
て
ら
れ
た
る
研
究
が
・
国
民
の
一
枇
曾
事
情
の
時
間
的
後
展
ピ
、
自
殺
率
の
麺

遜
ご
の
閥
に
於
け
る
、
普
通
閥
聯
に
つ
き
一
一
暦
深
き
洞
察
を
、
遂
げ
し
め
ん
こ
ぜ
は
望
ま
し
き
こ
ど
な
b
、
而
し

て
か
、
る
研
究
は
、
闘
民
の
諸
階
級
{
比
般
に
引
け
る
特
別
融
曾
事
援
に
よ
り
、
直
接
に
彬
響
さ
る
ミ
も
白
、
影
響
さ
る

F
も
阿
佐
に
過
ぎ

f
る
も
由
、
明
か
に
会
〈
笠
す
し
き
る
も
の
)
別
に
、
自
殺
を
分
頻
し
っ
、
比
帥
棋
を
梧
亀
戸
、
る
の
域
に
逮
せ
る
際
、
事
問
上
の

論

叢

自

説

麓

計

論

第
二
十
一
巷

(
革
四
棋
ご
ご
)

五
λ
E



論

最

自

寝

統

計

蘭

第
二
十
一
巻

福
岡
貌
一
ニ
ニ
)

五
λ
大

意
義
を
牧
む
る
に
至
ら
ん
。

第
四
節

自
殺
統
計
材
料
の
枚
得

自
殺
報
告
の
根
源
は
一
様
な
ら
守
、
特
に
異
れ
る
岡
可
能
は
之
に
つ
き
考
へ
ら
れ
得
ぺ
〈
、

一
特
定
調
査
地
域

の
具
鵠
的
自
殺
統
計
に
ゐ
り
て
は
、
そ
の
一
つ
女
け
備
は
る
こ

Z
あ
b
・
或
は
欽
者
並
存
す
る
こ
ぜ
あ
・
り
、
卸
も

夜
接
間
接
に
白
殺
統
計
の
原
材
料
を
授
〈
ぺ
き
、
自
殺
の
記
録
Z
し
て
考
察
さ
れ
得
ぺ
き
は
、
(
イ
)
身
分
轄
記
所

の
死
C
簿
へ
の
記
入
に
由
来
せ
る
記
録
、
(
ロ
)
出
商
事
警
察
的
特
別
公
文
書
に
於
り
る
、
自
殺
て
ふ
死
因
の
記
録
、

(
』
)
警
察
に
よ
れ
る
記
録
、
(
ニ
裁
判
所
に
よ
れ
る
記
録
な
b
o

イ
・
身
分
登
記
簿
に
つ
き
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
帳
簿
へ
の
記
入
が
死
因
の
報
告
を
合
む
や
、
又
は
之
を
快
〈
や

に
よ
h
、
そ
の
事
態
を
異
に
す
べ
き
こ

E
な
h
、
后
の
場
合
に
は
俄
令
ば
獅
逸
に
於
け
る
が
如
〈
、
身
分
骨
堂
記
市
民

員
が
死
巳
の
届
出
を
利
用
し
、
依
り
て
身
分
田
空
記
簿
の
柁
め
に
必
要
な
る
報
告
以
外
に
、
倫
統
計
の
特
殊
目
的

の
た
め
、
宮
該
原
材
料
特
に
死
亡
陪
っ
き
、
翻
製
す
べ
き
輯
計
々
諜
に
記
入
す
る
た
め
に
)
死
因
を
問
ふ
こ
芭
を
(
個
令
ば
普
に
焼
け
る
が

如
，
、
)
俊
件
ご
し
て
の
み
、
死
む
に
つ
き
そ
の
身
分
準
記
東
員
に
よ
り
、
集
め
ら
れ
た
る
材
料
を
本
正

L
、
自
殺
統

計
を
援
き
集
め
得
べ

L
。



口
、
盛
事
警
察
的
会
文
書
に
つ
き

τは
、
滋
に
問
は
る
ぺ
き
主
材
料
が
、
死
己
の
身
分
整
記
的
一
般
記
録
の
み
な

ら
A
V
、
特
に
死
因
に
も
願
慮
す
ぺ
昔
、
検
屍
官
又
は
主
治
替
の
認
定
に
基
づ
〈
、
普
通
醤
事
警
察
的
記
録
行
は
る

(
侵
骨
ば
巴
戚
恩
に
於
附
る
が
帥
〈
死
瞳
検
案
書
、
両
亡
開
明
書
又
は
診
断
書
)

ピ
の
傑
件
の
下
に
、
統
計
の
用
に
供
せ
ら
る
、
こ
ご

表
式
調
査
法
を
土
壷
ご
す
、
即
も
官
蟻
よ
b
任
命
き
れ
た
る
儲
師
団
命
日
r
u
r
N
Z
は
.

そ
の
所
属
行
政
匝
劃
内

一一一一一一一一一

な
h
'
J
例
に
よ
る
に
巴
威
里
に
て
は
普
岡
自
殺
統
計
が
、
引
績
き
設
(
ぺ
き
が
如
〈
、
計
菓
誌
に
よ
る
に
反
L
、

に
超
れ
る
普
通
民
の
自
殺
に
つ
き
、
各
暦
年
内
の
特
別
統
計
表
を
作
製

L
・
そ
は
規
則
正
し

c
pロ命日一宮
2
n
z

雪
印
E
E
E〈
Z
E
-
E岡
山
口
国
々

3
に
後
表
せ
ら
そ
之
が
基
礎
材
料
の
用
を
な
す
も
の
は
、
特
に
官
轡
の
手

許
仁
周
り
ら
る
、
死
巳
誼
明
書
の
全
材
料
な
・
9
.

を
は
巴
威
旦
に
於
て
そ
の
他
の
人
口
動
態
統
計
Z
引
離
し
、
官

踏
に
よ
b
作
製
せ
ら
る
¥
死
因
統
計
の
技
術
的
ew同
務
E
闘
聯
す
、
死
因
が
専
門
家
(
暦
師
)
に
よ
b
吟
味
せ
ら

れ
、
併
せ
て
統
計
に
鋭
せ
ら
る
、
は
そ
の
特
別
長
所
な
h
、
普
園
そ
の
他
の
獅
逸
政
支
分
園
仁
於
け
る
が
如
〈
、

死
鰭
倹
械
が
俗
人
に
委
ね
ら
る
、
所
に
て
は
、
査
定
を
謀
る
の
危
険
あ
る
や
甚
ピ
明
か
な
h
、
周
出
を
関
取
る
ぺ

摘

護

自
設
統
計
一
い
論

第
二
十
一
魯

(
晶
静
岡
韓
三
三
一
)

E
A
七

き
身
分
田
空
記
東
員
は
、
周
出
を
な
す
べ
き
親
風
叉
は
そ
の
他
の
人
々
の
報
告
を
、
吟
味
す
る
に
必
要
な
る
知
識
を

有
せ
字
、
然
ら
宇
ご
す
る
も
亦
多

f
は
之
を
途
「
る
の
機
曾
を
有
せ
す
、
之
に
反

L
巴
威
里
の
大
多
数
地
方
に
於

け
る
が
如
〈
、
死
健
検
腕
が
樺
師
に
委
ね
ら
れ
、

か
〈
て
査
定
の
精
確
が
著
L
〈
保
越
せ
ら
る
、
所
に
あ
り
て

は
、
死
因
統
計
を
自
殺
統
計
の
基
本
ピ
し
て
、
利
用
す
る
を
可
芭
す
、
此
積
の
刷
新
は
猫
逸
に
於
て
近
年
死
因
統



犠

前

自

m
H

舵

計

諭

第
二
十
一
審

(
第
四
規
一
二
回
)

五
λ
A

計
官
、
人
口
の
自
然
的
移
動
調
査
正
の
結
合
も
亦
問
題
正
せ
ら
れ
つ
、
あ
り
ピ
の
、
理
由
に
訴
ふ
る
丈
け
に
て
も

之
を
可
ご
す
ぺ
し
、
而
し
て
此
目
的
の
た
め
に
は
身
分
塗
記
東
員
の
手
に

τ、
記
入
す
べ
き
死
己
票
中
に
、
現
に

敷
支
1
7
鴎
に
て
行
は
る
、
・
刻
〈
、
死
因
に
閲
す
る
問
を
椅
入
し
、
自
殺
統
計
の
要
求
(
行
舗
の
詳
細
な
る
事
情
報
告
に
よ
ヱ

に
樹
し
、
相
嘗
の
斜
酌
を
加
ふ
る
が
如
き
仕
方
に
よ
h
、
車
世
間
を
仕
組
む
ニ

E
に
て
足
れ
ち
ご
サ
ん
、
そ
の
外
自

殺
票
に
は
俄
令
ば
一
色
横
線
を
引
〈
こ

Z
に
よ
b
、
外
相
醐
上
の
符
牒
を
付
す
る
を
可
ご
せ
ん
、
之
が
た
め
一
の
特

別
計
上
を
遼
「
る
場
合
、
整
理
技
術
を
大
に
容
易
な
ら
し
め
ん
ご
は
、
君
主
]
司
の
論
争
る
所
な
り
O

枠
そ
の
外
又

便
宜
上
(
瑞
士
に
於
け
る
が
凱
{
)
右
第
一
及
第
二
方
法
の
組
合
せ
も
行
は
れ
得
ぺ

L
、
郎
ち
身
分
骨
堂
記
由
民
員
が
そ
の
手

に
よ
ち
他
の
諸
事
項
記
入
糖
ご
な
れ
る
計
票
を
、
係
ち
の
醤
員
に
詮
b
、
次
い
で
出
向
員
は
そ

ω針
葉
中
死
者
の
姓

名
を
合
め
る
部
分
を
切
取
・
り
、
死
因
記
入
(
此
場
骨
一
慎
重
に
又
皆
川
自
信
甑
義
務
に
負
1
2
3
L
て
行
は
る
べ
き
)
の
後
中
央
統
計
機

閥
仁
送
致
す
る
ニ
己
に
よ
b
τ
然
り
、
自
殺
の
動
機
に
闘
す
る
皆
師
の
記
入
は
・
苑
髄
険
視
の
み
な
ら
争
、
之
が

剖
検
行
は
晶
、
場
合
に
、
甚
に
有
用
に
遂
げ
ら
れ
得
ぺ
し
、
自
殺
者
の
死
憧
剖
叫
慨
を
義
務
的
正
せ
る
、
身
分
秒
一
記

規
定
も
断
片
的
に
は
存
す
、
(
本
誌
本
格
一
二
O
頁
参
阿
}
降
師
の
方
面
よ
ち
嶋
へ
ら
る
、
が
如
t
、
会
自
殺
者
の
死
飽
義

務
剖
検
制
制
定
せ
ら
れ
ん
こ
ど
は
、
自
殺
統
計
大
刷
新
の
た
め
大
に
g
h
u
ぺ
き
も
、
素
よ
ち
他
の
一
面
に
は
之
が

た
め
具
の
自
殺
を
、
陰
蔽
せ
ん
ご
す
る
の
試
み
を
、

一
層
増
長
す
る
こ
ご
あ
る
べ

L
o

て
警
察
の
行
政
記
録
よ
り
援
取
る
べ
き
、
合
計
的
な
る
皐
純
按
率
以
外
に
、
特
に
地
方
警
察
署
が
自
殺
に
闘
す

Cf. ¥Vadler， op. cit.， SS. 664. 66， * 



る
記
録
を
、
特
に
洩
れ
な
〈
集
成
す
る
こ
子
皆
、
瞥
察
の
普
通
目
的
の
た
め
に
す
る
の
み
な
ら
争
、
自
殺
統
計
の

作
製
に
鑑
み
、
之
を
以
て
特
に
そ
の
義
務
正
し
、
而
も
そ
の
蕗
理
に
委
ね
ら
る
、
報
告
を
、
統
計
技
術
の
特
別
必

要
仁
感
じ
て
、
情
補
す
る
の
義
務
あ
る
機
関
正
せ
ら
る
、
の
例
あ
る
を
問
ふ
ぺ
し
、
般
A

ザ
ば
一
人
六
人
年
十
月
一

日
以
来
、
普
岡
自
殺
統
計
に
つ
き
で
は
基
本
材
料
蒐
集
に
閲
す
る
規
定
制
定
せ
ら
れ
、
各
都
市
及
田
舎
の
自
治
髄

に
於
け
る
警
察
署
は
、
自
殺
に
つ
き
一
五
事
項
を
掲
「
る
計
画
靖
に
、

そ
の
管
轄
区
域
内
に
死
健
品
目
見
主
れ
し
後
出

来
る
丈
り
惑
か
に
、
特
別
記
入
を
遂
「
ぺ
き
も
の

t
L、
記
入
演
の
計
粟
は
郡
役
所
に
よ
・
9
集
め
ら
れ
、
そ
は
究

器

い
で
政
府
の
媒
介
に
よ
b
、
普
園
統
計
局
に
迭
ら
る
。

=
、
今
何
自
殺
未
遂
を
罰
す
る
闘
(
英
、
同
勢
)
仁
ゐ
h
τ
は
、
検
事
の
み
な
ら
す
一
定
の
場
合
に
は
裁
判
所
も
、
亦

こ
の
非
行
に
閥
係
す
ぺ
し
、

さ
れ

X
叉
自
殺
着
手
を
無
罪
ご
す
る
所
に
ゐ
h
て
も
、
遂
行
さ
れ
た
る
自
殺
に
付
自

殺
か
否
か
の
疑
あ
る
場
合
又
は
一
般
に
、
裁
判
所
特
に
検
事
の
行
動
開
始
へ
の
一
般
事
由
を
授
り
得
べ
し
、
仮
令

ば
仰
蘭
西
及
西
班
牙
に
於
げ
る
が
如

f
、
こ
の
事
例
あ
る
所
に
て
は
、
普
通
自
殺
統
計
は
此
械
の
報
告
を
土
豪
己

し
で
も
編
ま
れ
得
べ
し
、
郎
も
仰
闘
に
於
け
る
自
殺
統
計
は
、
形
式
的
に
は
刑
事
統
計
の
一
成
分
を
な
し
‘
そ
は

年
々
の
o
E司
官
同
即
日

E
Z土
.
色
目

E
m
E巴
。
ロ
号
]
と
E
口

2
2自
Zo-一
。
中
に
費
表
き
る
、

そ
の
中
仁
は
検
事
の

知
見
に
入
れ
る
一
切
の
自
殺
記
録
せ
ら
れ
、
之
が
法
律
上
の
取
扱
を
窺
ふ
に
、

一
面
会
然
又
は
推
測
上
の
非
業
死

あ
る
際
、
警
察
署
が
一
一
瞥
師
招
致
の
土
、

一
調
書
を
作
製
せ

F
る
以
前
に
、
埋
葬
す
る
-
」
ご
を
許
苫
字
、
他
面

論

叢

蜘

打

自

説

統

計

論

第
二
十
一
審

円
第
四
棋
一
=
宜
)

E
λ
九

C仁¥Vadler.op. cit.. S. 663 * 



論

灘

自

説

統

計

論

第
二
十
一
巻

(
第
四
銃
一
二
六
)

豆
九
O

切
の
不
法
行
震
を
審
理
及
訴
追
す
る
は
、
検
事
の
任
務
な
h
、
従
ひ
て
前
記
の
調
書
は
、
検
事
に
透
致
せ
ら
れ
、

か
〈
工
統
計
材
料
は
集
め
ら
る
吋

険
事
は
夏
じ
一
審
理
を
逐
内
¥

て
前
記
の
諸
方
法
は
伺
別
に
又
は
併
せ
て
採
用
き
れ
待
ぺ

L
、
後
の
場
合
に
は
そ
の
一
方
誌
を
基
本
的
ピ

L
て

利
用
L
、
他
の
方
法
に
よ
h
て
得
ら
れ
た
る
諸
相
違
は
、
疑
は
L
き
事
例
に
つ
き
て
の
迫
加
的
査
定
に
、
出
来
る

丈
り
利
用
さ
れ
得
吋
し
、
俄
ム
ザ
ば
普
漏
西
に
て
は
か
、
る
方
法
行
は
る
、
郎
も
警
察
の
計
粟
正
、
身
分
整
記
所
計

葉
百
の
一
比
較
は
途
げ
ら
れ
、
自
殺
者
の
総
数
に
つ
き
て
の
み
な
ら
守
、

そ
の
一
諸
類
別
の
構
成
に
つ
き
、
惹
起
さ

る
ぺ
き
不
一
致
を
除
か
ん

Z
す、

さ
れ
ど
叉
各
方
法
は
他
の
方
法
正
無
聞
係
に
行
は
れ
得
べ
(
、
そ
の
際
に
は
素

よ
h
自
殺
数
に
制
捜
敷
め
る
の
，
品
開

h
慌
ば

L
か
ら

F
る
結
果
を
生
す
る
も
、
ぞ
は
幸
に
も
相
互
の
間
像
b
に
大
な

る
相
違
を
一
不
き
い
る
を
例
古
す
。

阪
に
前
世
紀
入
十
年
代
に
於
て
、
米
園

Z
2
閉
口
問

-Bι
州
に
て
自
殺

ω特
別
統
計
作
製
を
、
委
託
さ
れ
た
る

委
員
の
計
数
正
、
普
通
身
分
整
記
吏
員
の
計
数
正
の
問
、
品
捜
歎
を
生
悲
し
際
右
の
遁
・
り
な

b
き
、
伯
林
仁
て
も
同

市
自
健
に
よ
b
調
査
さ
れ
た
る
自
殺
数
正
、
普
園
統
計
局
に
よ
h
伯
林
の
た
め
仁
確
か
め
ら
れ
た
る
、
自
殺
歓
ご

の
閥
も
岡
様
な
b
語
、
最
後
に
術
端
具
に
て
は
一
一
一
一
援
数
ゐ
る
こ

E
を
奉
「
べ
か
ら
ん
O

(

死
亡
簿
、
裁
判
所
。
文
書
、
剖
槍

記
輯
を
土
謹
&
す
)

¥¥'adlcl'， op. cit.， S. 664・



疑
が
会
(
解
か
る
、
に
豆
ら
.3
る
も
、
自
殺
ゐ
h
E
の
カ
強
き
推
測
を
、
依
然
ご
し
て
掃
む
べ
き
議
事
例
に
つ

き

τは
、
観
A

ザ
ば
普
固
に
そ
の
例
あ

h
z
L
て
前
に
設
け
る
が
如
〈
、
数
に
取
入
れ
押
い
る
事
例
中
依
然
疑
は
し
ご

す
べ
き
も
の
を
、
明
白
に
か
、
る
事
例
Z
し
て
指
示
す
る
こ
正
に
よ
h
、
統
計
表
章
を
慎
重
に
す
べ

L
E
の
要
求

を
掛
酌
す
〈
き
な
h
o

自
殺
統
計
の
事
問
的
蕗
理
の
周
に
供
せ
ら
る
べ
き
、
材
料
の
最
鯵
形
態
の
た
め
よ
b
す
る
も
、
本
源
記
録
中
に

• 
取
入
る
べ
き
報
告
事
項
の
範
囲
は
、
又
大
な
る
意
義
あ

b
、
場
開
の
細
目
に
亘
b
蕊
仁
詳
説
す
る
こ

t
を
差
控
ゆ

る
も
、

一
事
の
み
は
鮒
箪
に
指
摘
き
る
べ

L
、
郎
も
そ
の
中
に
は
死
巳
の
記
録
に
合
ま
晶
、
が
如
話
、
諸
本
源
報

告
事
項
存
す
吋
き
の
み
な
ら
今
、
自
殺
に
つ
き
特
別
の
意
義
を
有
す
〈
語
、
報
告
事
項
も
亦
合
ま
る
べ
き
こ
Z
は

か
、
る
特
別
尋
問
事
項
ご
し
て
、
僻
A
T
ば
男
女
、
年
齢
、
配
偶
閥
係
、
職
業
、
信
教
、
住
所
、
作
品
局
の

手
段
、
行
骨
岬
の
特
別
事
情
、
自
殺
の
動
機
、
日
時
{
時
刻
を
も
間
企
等
一
五
事
項
を
合
め
る
普
図
計
粟
が
、
更
に
そ

之
な
h
、

の
細
別
ご
し
て
附
載
せ
る
所
に
よ
る
に
、
配
偶
閥
係
の
補
足
問
題
ご
し
て
、
貧
困
な
る
親
族
ゐ
h
、
自
殺
者
は
無

配
偶
者
正

L
て
、
之
が
扶
養
者
た
る
閥
係
ゐ
る
や
の
附
帯
問
題
を
付
し
、
そ
の
他
の
場
合
仁
は
養
は
れ

F
る
子
供

あ
る
や
の
問
題
を
付
す
る
こ
吉
、
曲
中
生
仁
ゐ
b
て
は
最
後
仁
通
事
せ
る
事
校
の
申
告
、
共
同
自
殺
た
ら
百
る
か
、

財
産
事
情
(
耐
瞥
利
舘
脚
力
た
る
か
、
轟
何
由
貿
訟
又
は
障
給
量
受
け
つ
込
あ
る
か
、
地
主
及
家
持
な
る
か
、
全
然
抑
制
費
産
た
る
と
自
殺
に
疑

な
し
ご
す
ぺ
き
か
、
或
は
畿
死
の
可
能
叉
は
他
人
に
よ
る
不
注
意
叉
は
故
意
の
殺
害
た
る
疑
存
せ
古
る
や
等
を
問

論

韓

五
ブL

第
二
十
一
巻

(
第
四
凱
-
-
一
七
)

自

設

統

計
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諭

議

自

認

統

計

論

第
二
十
一
審

(
第
四
抗
一
二
八
)

五
九

ふ
、
同
岡
自
殺
調
査
が
恰
も
そ
の
貼
に
於
て
諸
国
に
率
先
せ
る
を
以

τ名
ゐ
る
、
濁
串
唱
の
刑
事
統
計
同
様
個
別
計

哀
を
使
用
L
、
集
中
整
理
の
方
法
を
採
用
す
る
は
特
記
す
べ
き
所
な
h
、
此
仕
組
の
長
所
は
特
定
諸
特
徴
の
査
定

に
よ

h
、
そ
の
中
に
幾
分
か
自
殺
行
震
の
一
小
史
減
す
べ
き
も
の
を
合
む
貼
に
あ
b
、
hr
〈
て
整
理
に
嘗
れ
る
統

計
家
は
必
要
に
熔
じ
、
自
己
の
欲
す
る
項
目
を
援
取
h
得
ぺ

f
、
従

οて
叉
纏
括
に
嘗
h
重
要
な
ら
や
'
ピ
考
ふ
る

唱
も
れ
ソ
み
l

曲、

r

，

t
 
凡
て
之
を
棄
て
得
ぺ
(
、
そ
の
腕
究
目
的
に
最
も
適
す
ぺ
き
、
整
理
製
表
を
遼
げ
得
ぺ
し
、
特
に
各
稀

の
組
合
せ
、
取
分
り
自
殺
統
計
の
結
果
己
、
そ
の
他
の
人
口
事
情
ご
の
関
係
上
、
心
要
Z
想
は
る
、
組
合
せ
を
、

遥
か
に
容
易
に
途
げ
待
ぺ
し
、
蓋
し
此
稲
の
仕
事
を
頑
取
り
機
関
に
併
せ
委
泊
る
ニ
ご
は
、
負
据
過
重
を
意
味
す

器

ぺ
け
れ
ば
な
b

。

最
後
仁
会
自
殺
統
計
材
料
の
最
終
形
態
に
つ
き
て
は
、
原
材
料
整
理
の
方
法
、
特
に
椀
取
れ
る
一
切
の
一
元
来

に
、
出
来
る
丈
り
立
入
h
た
る
組
合
せ
を
施
す
こ
正
、
最
大
の
意
義
ゐ
h
、
之
に
つ
き
で
は
術
改
良
す
ぺ
き
も
の
J

多
L
、
d
F

云
ω
ヨ
の
主
張
に
よ
る
に
、
進
み
て
途
げ
ら
る
べ
き
改
良
の
飾
件
は
、

一
一
剛
整
理
を
中
央
統
計
機
閥
仁

集
中
す
る
に
ゐ
b
、
他
国
自
殺
統
計
を
死
因
統
計
の
総
範
囲
よ
h
引
援
き
、
何
れ
に
か
意
義
あ

h
z
す
べ
き
一
切

の
組
合
せ
を
、
建
行
す
べ
き
特
別
の
一
行
政
統
計
部
類
ピ
な
す
に
ゐ
h
正
せ

h
。

本
邦
統
計
局
の
死
因
統
計
に
よ
る
に
、
自
殺
は
他
の
死
因
間
後
原
則
正

L
て
、
戸
籍
簿
、
芦
籍
法
に
よ
る
死
亡

Cf. Wadlcl"， op唱 cit.，S. 622 叫



届
妻
、
醤
師
の
死
己
診
断
書
又
は
死
健
検
案
書
、
警
察
官
の
検
楓
調
音
仁
本
づ
〈
w

死
心
粟
を
原
材
料

εし
、
集

中
整
理
の
方
法
に
よ
h
調
査
さ
れ
つ
、
ゐ
b
、
へ
人
口
動
態
調
査
令
抽
行
細
川
則
第
六
降
、
人
口
剛
問
題
調
査
一
端
作
成
品
得
第
十
六
審
問
問
)
夙

に
樹
新
な
る
整
理
方
訟
を
採
崩
し
っ
、
ゐ
る
は
多
ご
す
べ
く
、
現
に
叉
他
の
死
因
に
於
り
る
吉
岡
徒
、
男
女
別
.

年
齢
別
、
(
簡
と
し

τ
五
歳
級
別
)
月
別
、
職
業
別
を
付

L
、
別
に
叉
人
口
寸
前
向
以
上
の
市
の
材
料
そ
別
表
正
し
て

表
章
し
っ
、
ぁ

b
、
そ
の
耗
度
内
に
於
て
も
警
察
暑
の
表
式
調
査
分
散
蜂
理
に
本
づ
(
、
内
務
省
の
自
殺
統
計
に

勝
れ
h

Z
す
べ
き
も
の
も
あ
b
、
特
に
后
者
の
年
齢
別
が
、
原
則
芭
し
て
一
暦
組
大
な
る
十
歳
級
別
を
採
用
し
、

郡
部
別
表
掌
を
敏
け
る
仁
比
L
、
此
戚
な
く
ん
ば
非
す
、

3
れ
戸
」
叉
統
計
局
の
調
査
に
は
、
元
来
閥
係
者
の
周
出

を
本
己
す
る
が
た
め
仁
、
脱
漏
一
層
多
か
る
べ

L
t
扱
測
さ
る
、
の
み
な
ら
す
、
一
帯
賞
の
正
誌
は
会
C
施
古
る
、

所
な
[
、
兎
に
角
内
務
省
の
自
殺
統
計
は
、
統
計
局
の
分
に
比
L
常
に
一
層
多
数
の
自
殺
を
、
示
し
っ
、
あ
る
は

現
在
の
幕
府
H
な
b
、
加
之
内
務
者
の
現
存
調
査
に
よ
る
も
、
向
自
殺
者
の
配
偶
閥
係
、
自
殺
の
動
機
別
は
、
報
告

3
れ
い
っ
、
ゐ
ム
リ
、
古
れ
ば
一
歩
ぞ
進
め
て
、
警
察
署
の
材
料
に
も
綱
別
計
百
市
泌
を
採
用
す
る
こ
己
、

L
、
集
中
整

理
訟
の
下
一
府
詳
細
な
る
、
特
別
自
殺
統
計
の
作
製
を
期
す
る
こ
ご
、
し
、
砂
〈
ピ
も
厨
楠
材
料
の
交
互
補
整
を

期
す
る
は
、
常
而

ω問
題
正
な

L
得
べ
き
を
想
は
ゃ
ん
は
非
宇
、
夫
れ
行
政
統
計
の
整
理
統
一
ご
は
、
官
に
日
新

ら
し
き
新
制
資
を
施

L
、
俗
衆
の
耳
目
を
一
時
的
に
鋒
動
す
る
こ
ピ
に
限
ら
す
・
現
存
続
計
上
不
保
理
不
統
一
正

請
は
い
言
ひ
得
べ
き
も
の
に
、
、
斧
鍬
を
加
ふ
る

ω'謂
ひ
な

h
、
吾
人
は
敢
て
嘗
局
者
の
一
考
を
煩
は
害
す
ん
ば
非

子
、
特
に
死
因
分
類
新
ら
し
〈
改
正
せ
ら
れ
、
内
務
省
自
殺
者
所
柏
崎
別
統
計
の
如
、
ミ
そ

ω分
類
方
及
そ
の
名
目

を
改
む
べ
き
、
(
大
正
十
一
五
日
本
帝
悶
死
附
統
計
巻
末
品
世
間
)
運
命
に
臨
め
る
仁
於

τお
や
o
(完
)
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